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要　　　旨

　本研究では，協同学習の理論に基づいた外国語活動の効果について考察する。協同学習の期待される効果のうち，「向
社会的スキル」の育成に焦点を当て，その育成過程を明らかにすることを目的とする。協同学習の基本要素のうち，社会
的技能の訓練・使用には，外国語特有のスキルの指導が必要であると考え，「リアクションのスキル」の指導を取り入れ
た。分析の結果，「向社会的スキル」の育成は，向社会的スキル下位層の児童に効果があることが示唆された。適切な聞
き方や話し方，「リアクションのスキル」を意識し，協同の活動で活用すること，さらに，教師からの協同の価値付けに
より，自分が他者にかかわることができるという自覚につながり，友だちへの援助や，友だちとの関係をつくるスキルで
ある「向社会的スキル」の上昇が見られた。
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1　問題の所在と目的

　経済協力開発機構(2003)は，「知識基盤社会」の時代を担う子どもたちに必要な能力をキー・コンピテンシーとし
て定義し，その主要能力の１つに「多様な社会グループにおける人間関係形成能力」があるとしている(1)。国立教育
政策研究所(2002)では，人間関係形成能力を「自他の理解能力」「コミュニケーション能力」とし(2)，コミュニケー
ション教育推進会議(2011)において，子どもたちの現状や課題は「気の合う限られた集団の中でのコミュニケーショ
ンをとる傾向」や「興味や関心，世代の違いを超えてコミュニケーションをとることを苦手と感じ，相互に理解する
能力が低下しているとの指摘もある」としている(3)。このことから，子どもたちは人間関係形成能力に課題があるこ
とがわかる。文部科学省(2011)は，人間関係形成能力を新しい学習指導要領を踏まえ，育成されるべき能力を再構成
し，人間関係形成・社会形成能力とした。その具体的な要素として，「他者に働きかける力」や「コミュニケーショ
ン・スキル」を挙げている(4)。栗原・井上(2010)は，これらの対人関係に関する「友だちへの援助や，友だちとの関
係をつくるスキル」を「向社会的スキル」としている(5)。
　学校教育において向社会的スキルを高める取組について概観する。西岡・坂井(2007)は，SSTの実践によって，コ
ミュニケーション能力の１つである向社会的スキルを身に付けたことを示している(6)。また，栗原・枝廣ら(2012)
は，ピア・サポート実践校において向社会的スキルが上昇したと述べている(7)。このように，SSTやピア・サポート
は，向社会的スキルの育成の一助になると考える。
　しかし，文部科学省(2010)は，生徒指導提要で学習活動における生徒指導について，「子どもたちにとって学校生
活の中心は授業であること」「協同で学ぶことの意義を知らせ，学級やグループで協力して学ぶ大切さを実感させる
こと」がいわれており，協同し，「自分と違った友達の見方や考えなどを認めたり，学習に遅れがちな友達や，つま
ずいている友達を支えたりすることは，子どもたち一人一人が互いの違いを認め合い，互いに支え合い，学び合う人
間関係を醸成する」と示している(8)。つまり，向社会的スキルを授業で高めていく必要があると考え，本研究では，
授業において子どもたちの協同が図られる，協同学習に着目した。
　関田・安永(2005)は，協同学習とは「協同の意義に気づき，他者と協力する技能を磨き価値を学ぶことを意図する
教育活動」と定義している(9)。また石川ら(2013)は，「多様な価値観を持つ子どもたちが，互いの違いを認め合い学
び合う素地を作り出していく力を生み出す手法」としている(10)。これらのことから，協同学習と生徒指導提要とのね
らいは合致している。 D.W.Jhonsonら(1998)は，協同学習の基本要素を①互恵的な協力関係②個人の役割・責任③社
会的技能の訓練・使用④活発な相互交流⑤グループの改善手続き，の５つを挙げている(11)。またKaganら(2009)は，
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協同学習の成立条件を①互恵的協力関係②個人の責任③参加の平等性④活動の同時性，を示している(12)。本研究にお
いてもこれらの要素や成立条件の両方を含む授業を協同学習と定義する。
　協同学習の効果について，梅山・撫尾(2012)は，協同学習によって，社会的スキルの中で，「関わりに関するスキ
ルが高まった」ことを報告している(13)。ここで示されている「関わるスキル」は，自分から友だちへのかかわりにつ
いての質問項目から，栗原・井上(前掲)が示す「向社会的スキル」(14)と同様であると考えられる。岡田(2018)は，「聞
き方の指導」「教師からの協同への価値付け・承認」が向社会的スキルにつながったと述べている(15)。これらのこと
から協同学習が向社会的スキルに効果的であることが示唆される。しかし，岡田は協同学習の効果は明らかにしなが
らも，各教科については言及していない。
　ベネッセ教育総合研究所(2015)は，小学生の英語学習に関する調査において，コミュニケーションに対する関心・
意欲・態度が肯定的に高いことを示している(16)。この調査の質問項目には「あいさつや感謝の気持ちを言葉で表すこ
と」「人の気持ちや考えを理解しようとすること」「わからなくても続けて聞こうとすること」など，外国語活動で
は，積極的にコミュニケーションをとり，他者とかかわろうとしていることがうかがえる。このことから，外国語活
動では，多くの小学生が意欲的に他者とかかわることができるととらえ，本研究では外国語活動に着目した。
　高木(2012)は，協同学習を活かした外国語活動の実践によって，学習への意欲が高まったことを示している(17)。坂
詰(2012)は，協同学習理論の観点から外国語活動の授業分析を行い，「協同の観点からつくられた授業は，対人関係
においても，良き効果をもたらす可能性がある」と述べている(18)。つまり協同学習の理論に基づいた外国語活動を行
うことの有効性が示唆される。
　峰ら(2014)は，特別活動で学んだ「上手な聴き方と反応の仕方」の活用の場として，協同学習を取り入れた外国語
活動の研究を行った(19)。この実践によって，外国語を用いて積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育む
ことができたとしている。小阪(2012)は，外国語活動において授業の中でリアクションのスキルを指導したことによ
り，「自信をもって英語でコミュニケーションをとることができるようになった」と報告している(20)。これらのこと
から，協同学習を取り入れた外国語活動では，外国語特有のスキルの指導が必要であることがわかる。
　これまでの研究を踏まえると，協同学習の観点からつくられた外国語活動の効果はいくつか研究されているが，向
社会的スキルの育成についての研究は行われていない。以上のことから，本研究では，協同学習の理論に基づいた外
国語活動を行うことにより，向社会的スキルの育成過程を明らかにすることを目的とする。

2　方法

2．1　調査対象
　Ａ県Ｂ市公立小学校　５学年Ｃ学級21名　Ｄ学級21名
　筆者による協同学習の要素を用いた外国語活動の授業（週１回）

2．2　調査学級の選定理由
　研究対象となる２学級では，担任インタビューによると，担任らは，学級の児童同士の人間関係を良くしたいとい
う願いをもっていた。ゲーム等でしかつながることができないという人間関係への課題。また，自分の言いたいこと
ばかりを主張し，人の話を聞くことができなかったり，相手の気持を考えて接することができなかったりするという
課題を抱える児童が多く，児童の変化を観察しやすいという理由から，当該２学級を選定した。

2．3　調査期間
　平成29年５月～７月
　・５月　調査学級の実態把握，担任との協同学習についての打ち合わせ期間
　・６月１日～７月14日　協同学習実施期間
　５月は，協同学習の定義について担任と共通理解を図ることや，対象学級の実態観察を行った。６月１日～７月14
日は，週１回木曜日にＤ学級，金曜日にＣ学級に筆者が外国語活動を全６時間実施した。

2．4　実施の方法
　前述した協同学習の基本要素である，①互恵的協力関係②個人の責任③社会的技能の訓練・使用④相互交流⑤グ
ループの改善手続きを含むように授業設定を行った。また，活動は協同学習の成立条件を①互恵的協力関係②個人の
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責任③参加の平等性④活動の同時性を踏まえて授業構成を行った。
2．4．1　聞き方・話し方のめあての設定
　Johnsonら(前掲)は，協同学習の基本要素に社会的技能の訓練・使用を示している(21)。担任らと協議し，聞き方・
話し方のめあての必要性に合意した。その後，担任と児童が話し合い，聞き方と話し方のめあてを表１のように作成
した。このめあてのうち，達成すべきミッションとして聞き方と話し方を１つずつ毎回指導した。

　本研究では，これらのめあてを基に，外国語活動特有のリアクションのスキルを提案した。
2．4．2　リアクションのスキルの導入
　小阪（前掲）を元に＂I see＂ ＂Me too＂ ＂Really?＂の３つを導入した。リアクションのスキルの指導には，図１の
掲示物を用いた。小阪同様，外国語活動の導入であいさつに加え，リアクションのスキルを練習し，授業内で活用で
きるように指導を行った(22)。児童がいつでもスキルを思い出し活用できるよう，常に黒板に掲示した。

2．4．3　リアクションのスキルを活用した協同する活動の設定
　小阪のリアクションのスキルのスキルを活用する場として，峰・水口(前掲)の協同学習を行う(23)。活動を行う上
で，前述のJohnsonら，Kaganらの要素や成立条件を考慮し活動内容を選定した(24)。外国語活動の学習内容は，水曜
日外国語指導助手ALT（Assistant Learning Teacher：ALT）と学習している内容に準拠し，文部科学省(2012)『Hi, 
friends!1』を基に，学習内容を決定した(25)。

表１　聞き方・話し方のミッション

聞き方
・あいづちを打ちながら静かに聞く
・話している人を見て，言葉の「あいうえお」を区切りで使う
・自分の考えと比べながら聞く

話し方
・相手が聞きとりやすい声の大きさと速さで話す
・相手の顔を見ながら，丁寧な言葉で話す
・自信をもって，順序良く話す

図１　リアクションのスキル（筆者作成）

表２　外国語活動の授業内容
日付 学習内容 聞き方 話し方

６/１,２ 協同の意義について

６/８,９ リアクションのスキル導入

６/15,16 Lesson2  I’m happy あいづちを打ちながら静かに聞く 相手が聞きとりやすい声の大
きさと速さで話す

６/22,23 Lesson3 How many? いろいろなものを数
えよう

話している人を見て言葉の「あい
うえお」を区切りで使う

相手が聞きとりやすい声の大
きさと速さで話す

６/29,30 Lesson3 How many? いろいろなものを数
えよう②

あいづちを打ちながら静かに聞く 自信をもって順序良く話す

７/13,14 Lesson3 How many? いろいろなものを数
えよう③

あいづちを打ちながら静かに聞く 相手の顔を見ながら，丁寧な
言葉で話す
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2．4．4　振り返りの設定
　毎時間の活動の振り返りとして振り返りシートを作成した。授業のめあてについて自分がどれだけ達成できたの
か，一緒に活動した仲間は達成できたのかを４件法（Ａ＝よくできた・Ｂ＝できた・Ｃ＝少しできた・Ｄ＝できな
かった）で評価させることに加え，自由記述（できたこと・できなかったこと・次にがんばりたいこと）を記入させ
た。振り返りとして毎時間の活動後に記入する時間を設けた。
2．4．5　担任からの価値付けの実施
　岡田（前掲）は「適切な対人技能を使って友達と関わることを教師が価値づけていくことや，望ましい姿をフィー
ドバックしていくことで，自分の良さや成長を自覚し，自ら友達に関わることができる力につながる」と述べてい
る(26)。このことから，担任からの価値付けによって児童が自分の良さや成長を自覚し向社会的スキルの上昇に効果的
であると考え，授業の最後に担任からの価値付けを行った。

2．5　効果の測定材料
2．5．1　６領域学校適応感尺度(以下「アセス」)
　栗原・井上(前掲)の作成した「アセス」では，学級状態を「生活満足感」の他，「教師サポート」「友人サポート」
「向社会的スキル」「非侵害的関係」の４つの因子からなる対人的適応と，「学習的適応」という全６因子で測ること
ができる(27）。本研究では，「アセス」を使用し，「友だちへの援助や友だちと関係をつくるスキルをもっていると感じ
ている程度を示す」向社会的スキルに着目して考察する。分析は中野ら(2012)が作成した「js-STAR」を用いて分散
分析を行った(28)。

2．5．2　振り返りシートの分析
　前述のように週１回の筆者が行う授業では，授業の最後に振り返りシートを記述させる。向社会的スキルの上昇の
要因を振り返りシートの記述から考察する。
2．5．3　エピソード分析
　週１回の筆者が観察する授業において，授業記録をとる。授業の様子をビデオカメラで記録し，エピソードを抽出
する。エピソードにより，向社会的スキルが上昇した児童の活動の様子について考察する。
2．5．4　インタビュー調査
　児童の実態や変容を担任へインタビューを行った。また，全授業終了後，変容した児童を抽出し，外国語活動や日
常の様子についてインタビューを行った。前述のアセスのデータと併せて児童の変容について分析した。なお，イン
タビューの際はICレコーダーを用いて文字化したものを使用する。

3　結果と考察

3．1 　アセスの結果

表３　アセス向社会的スキルの質問項目
アセスの因子 質問項目

【第Ⅴ因子】
向社会的スキル

・友だちや先生に会ったら，自分からあいさつをしている
・あいさつはみんなにしている
・困っている人がいたら，進んで助けようと思う
・落ち込んでいる友だちがいたら，その人を元気づける自信がある
・相手の気持ちになって考えたり行動する

表４　向社会的スキル（全体）
アクセス n＝42

向社会的
スキル

５月 ７月 分散分析
F比平均 標準偏差 平均 標準偏差

50.4762 10.2242 51.381 8.5411 0.40ns
＋p＜.10　＊p＜.05　＊＊p＜.01
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　表４は，協同学習実施前と実施後に行った向社会的スキルの結果である。全体において有意差はみられなかった。
分散分析を行った結果，標準偏差の縮まりがみられた。詳細を分析するため，向社会的スキルの得点を実施前の平均
点を境に下位層と上位群に分けて分析を行った。

　表５表６は，向社会的スキルの下位，上位で分け，得点について分散分析を行った結果である。上位群は，10％水
準で有意に下降した。下位層は，１％水準で有意に上昇した。

　表７は，下位層の児童の回答を質問項目ごとに「１あてはまらない」「２ややあてはまらない」「３どちらでもな
い」「４ややあてはまる」「５あてはまる」の５件法の前後比較である。本研究実施前後で，「１あてはまらない」「２
ややあてはまらない」の否定的な回答が減少し，「４ややあてはまる」「５あてはまる」の肯定的回答が増加している
ことがわかる。そこで，下位層の上昇の要因を以下に考察する。

3．2　下位層児童の変容
　アセスにおいて，栗原・井上(前掲)は，「平均が50で，偏差値とほぼ同じような数値ですので，40を下回るようで
あれば相当適応状態が悪いと考えられます」と述べられている(29)。よって，本研究においても，数値が40以下を相当
適応状態が低いと判断する。実施後，下位児童のうち40以下ではなくなった児童が確認された。その児童２名を抽出
し，変容を分析する。
3．2．1　児童Ｅについて

　このように児童Ｅは，５年生になり，人間関係への不安があったことを発言している。５月のアセスの結果を担任
と共有した際，得点が38と示されたことに対し担任は，児童Ｅが社交的な方であると感じていたため，向社会的スキ
ルが要支援であるという認識をしていなかった。これらのことから，児童Ｅは，人間関係への不安と，「自分が友達
との関係をつくるスキルを持っていると感じられる」程度が授業実施前は低かったことがうかがえる。
　以下に示すのは，本研究の授業中の児童Eの振り返りシートの記述とフィールドノーツである。

   

表５　向社会的スキル（下位層）
アクセス n＝20

向社会的
スキル

５月 ７月 分散分析
F比平均 標準偏差 平均 標準偏差

41.65 5.7382 47.45 8.3275 10.64＊＊

＋p＜.10　＊p＜.05　＊＊p＜.01

表６　向社会的スキル（上位群）
アクセス n＝22

向社会的
スキル

５月 ７月 分散分析
F比平均 標準偏差 平均 標準偏差

58.5 5.8679 54.9545 7.029 3.97＋

＋p＜.10　＊p＜.05　＊＊p＜.01

表７　向社会的スキル　項目別人数　（人）
　

あいさつはみんなに
している

落ち込んでいる友だ
ちがいたら，その人
を元気づける自信が
ある

困っている人がいた
ら，進んで助けよう
と思う

友だちや先生に合っ
たら，自分から挨拶
をしている

相手の気持ちになっ
て考えたり行動する

5月 7月 5月 7月 5月 7月 5月 7月 5月 7月
1 １ ２ ２ ０ １ ０ ４ ３ ０ ０

2 10 ６ ５ ６ １ ０ 10 ６ ３ ２

3 １ ３ ４ ２ ８ ３ ３ ２ ６ ４

4 ８ ９ ６ ８ ８ 11 ３ ８ 10 11
5 ０ ０ ３ ４ ２ ６ ０ １ １ ３

【実施後インタビューより】
５年生になり，クラス替えがあって，友だちできるか，仲よくしていけるか不安があった。

【６月２日振り返りシートより】
みんながわからないときにぼくがサポートをしてあげられた。
じぶんが本当はこんなことができる人だなと思ったのでがんばりたいです。
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　振り返りシートの記述から，協同学習を通して，自分が周りの児童へ積極的にかかわることができるのだと認識し
ている。
　また，How many apples do you have?を使って，自分と同じ個数のカードを持っている人を探す活動の際に，積
極的に相手を見つけ活動していたり，質問項目「友だちや先生に会ったら，自分からあいさつをしている」「あいさ
つはみんなにしている」に関連したりする様子がみられた。
　次に児童Ｅへの取組の効果をインタビューから考察する。研究実施後のインタビューでは，聞き方・話し方のめあ
ての提示について以下のように発言している。

　このことから，聞き方・話し方を示すことにより，下位層の児童にとっては，適切な聞き方・話し方を意識してい
たことがうかがえる。また，「いつもよりも話しやすくなる」という発言は，適切な，聞き方・話し方をすること
で，児童同士の会話が一方向ではなく，双方向になっていたことから，このような発言になったと考えられる。
　さらに協同学習の観点からつくられた外国語活動の感想を以下のように述べている。

　授業を通して，質問項目「困っている人がいたら，進んで助けようと思う」に関する発言であると考察できる。外
国語活動を通して，教えてもらえる機会が増えたことと，適切な聞き方・話し方が身に付いたことで，自分ができる
ことは，教えてあげようという考えになり，向社会的スキルの上昇につながったと考えられる。
3．2．2　児童Ｆについて

　担任へのインタビューや授業の様子から，児童Ｆが自分からかかわることができていなかった様子がうかがえる。
以下，児童Fの向社会的スキルの上昇の要因を考察する。

　振り返りシートには，自分から英語で周りの人にかかわることができた記述をしている。また，６月23日の振り返
りシートの記述後には，担任から次のような価値付けが行われた。

【６月23日　フィールドノーツ】
自分から相手をみつけ，Helloと声をかけてから，How many apples do you have?と話しかけていた。

【実施後インタビューより】
筆者　　めあてがあると，どうだった？
児童Ｅ　意識しようかなと思うし，いつもよりも話しやすくなる。（めあてに）意識が集中するから。

【実施後インタビューより】
（外国語活動の時間に）自分が分からないときに，教えてくれる人がいたし，自分が分かっていることは，教え
てあげようと思うようになった。

【実施前の担任インタビュー】
　内気で人前で喋ることができない児童である。

【６月２日 フィールドノーツより】
　交流場面になってもグループの仲間に話しかけることができずに，黙っている。周りの児童が話しかけられ
ると話し始める。

【６月16日　振り返りシートの記述】
昨日よりももうちょっとだけ声を出せて良かったと思いました。これからもつづけたいです。

【６月23日　振り返りシートの記述】
とっても英語はむずかしいけど，でもちょっとは言えてよかったです。みんなは上手にできていてすごいと思
いました。

【６月23日　担任からの価値付け】
担任　私はちなみに仲間が見つからなかったけど，もっともっといろんな人に聞いておけばよかったなぁってい

うふうに思いました。（児童Eに向かって）先生に聞いておけばよかったね，Ｅさんに聞いておけばよかった。
　それで（仲間が）見つかった人は，Ｇさん（児童Ｆのペアの児童）が書いていたんだけど，Me tooって言っ

てもらえて「わーやっと仲間が見つかった，うれしい」って思わなかった？
担任　見つかったり，自分と「同じ，同じ」って言ってもらえるとうれしいんだなっていうふうに思いました。
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　担任は，児童Ｇの振り返りシートの記述を取り上げ，リアクションのスキルで共感してもらえることの良さを伝え
ている。このとき，児童Ｇは以下のように記述をしていた。

　児童Ｇが記述している相手とは，児童Ｆのことである。つまり，担任からの価値付けは，児童Ｇの記述を取り上げ
ているが，間接的に児童Ｆの行動の価値付けを行っていた。
　その後の授業でも，児童Ｆは自分からかかわろうとしている姿がみられた。

　また，本研究の授業実施後のインタビューで，児童Ｆは次のように発言をしている。

　このように，児童Ｆは，実施した外国語活動を通して，リアクションのスキルや聞き方・話し方のめあてを意識
し，使用や担任からの価値付けを通して，適切な技能を自覚していることがわかる。これらのことが向社会的スキル
の上昇に起因していると考えられる。

4　全体考察

　本研究では，協同学習の理論に基づいた外国語活動を行うことにより，向社会的スキルの成立過程について考察し
てきた。本研究は図２で示している流れで向社会的スキルが育成されたことが考えられ，全体を通して先行研究で示
唆されたことが支持される結果となった。向社会的スキル下位層の児童に対して，岡田(前掲)が示すように，スキル
の指導，振り返り，協同への価値付けを行うことによって，児童が適切なかかわりを自覚することにつながったこと
が考えられる(29)。また，峰・水口(前掲)が示すように，外国語活動の協同場面でスキルを使用することで児童が積極
的にコミュニケーションをとることにつながることを見取ることができた。外国語活動特有のリアクションのスキル
を導入することによって，児童は共感するスキルを身に付け，交流が円滑になったことによって，向社会的スキルに
つながったと考えられる。これらのことから協同学習の理論に基づいた外国語活動を行うことで，下位層児童の向社
会的スキルが育成されることが示唆された。

【６月23日　児童Ｇの振り返りシートの記述】
りんごの数がいっしょのときに，相手がすごいいいリアクションでMe too.といっていたのでよかったです。わ
たしも，リアクションのスキルをもっと上手に使いたいです。

【７月14日　フィールドノーツ】
Ｔが行った順番に０～９の数字をグループで協力して並べる活動。どのように並べていくのかを相談する時
間。グループの児童が誰も話し始めなかったときに，「３つずつ覚えていくといいよね」と作戦を提案。グルー
プの児童は児童Ｆの発言を受け入れて，その後活動を行った。

【７月14日　振り返りシートの記述】
今日は，とてもむずかしい活動でした。メモリーチェーンでＨさんにおしえてもらったのでよかったです。前
やったよりもめあてがＡに上がってよかったです。グループの人は，協力してやっていてよかったと思いまし
た。

【実施後のインタビュー】
（外国語活動について）楽しかった。リアクションのスキルも楽しかった。特にMe tooをつかった。

（１学期を通して）誰とでも話せるようになった。男子とは全然話してなかったけど，だんだん話ができるよう
になってきた。

筆者　　めあてがあると意識しようと思った？
児童Ｆ　思いました。めあてがあると挑戦したいと思った。めあてがあると相手の話を聞こうかなって気持ち
になる。
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5　課題

　本研究は，外国語活動の時間内での児童の変容についての分析である。外国語活動以外の場面は分析の対象として
いない。数値の変容については，他の場面での指導や生活の影響があったことも考慮すべきであろう。また，向社会
的スキルの育成が学級全体の向社会的スキルの上昇は見られなかったとともに，上位層は優位傾向ではあるが数値が
下降している。上位層の数値下降の要因について，実施後のインタビューで担任は，「もともと積極的に関わること
ができていた児童にとって，スキルの指導は，やりとりが形式的になったり，スキルを使わなければならなかったり
ということで制限がかかってしまったことが要因ではないか」と述べた。こうした現象について小阪(前掲)も「児童
がリアクションのスキルの表現に慣れてくると，やりとりが単調になり児童が飽きる可能性があるので，授業内容に
応じた表現を加えるなど，児童の状況に合わせた工夫が必要である」と担任の意見を支持する内容の指摘をしてい
る(29）。このことから，上位層の向社会的スキルの育成には，児童の実態やニーズに合わせたリアクションのスキル
の導入や活動内容の検討を行う必要があると考えられる。
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A Case study on fostering social skills through cooperative learning
－Focusing on foreign language activities－
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ABSTRACT

In this research, we examine the effect of foreign language activities based on the theory of cooperative learning. 
Among the effects of cooperative learning, we aim to clarify the process of fostering “sociocultural skills” by focusing on 
them.  Of the basic elements of cooperative learning, we considered guidance on skills specific to foreign languages to be 
necessary for training and use of social skills, and introduced guidance on “Reaction skills”.  As a result of the analysis, it 
was suggested that training of “sociocultural skills” was effective for lower-ranking children.  Learning the proper way to 
listen and talk, “Reaction skills” and utilizing it in cooperative activities, and furthermore, the value of cooperation from 
teachers leads to awareness that I can be involved in others, and my friends It was shown that there was a rise in 
“sociocultural skills”, which is a skill to support friends and create relationships with friends, has been shown.
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